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お正月ですから、家でゆっくり本誌をめ
くっておられるでしょうか。今回、紹介す
るのは気楽に読める本です。全43巻もあり
ますから、どれかの巻を読まれた読者も居
られるかと思います。

私が本書を手にするのは、国内外を問わ
ず学会などでどこかに出かけるときです。
行き帰りの車中で、あるいは機中で、行き
先の、あるいはその周辺のことを書いた巻
の文庫本を手にするのです。普通、出張で
出かけるときには、その地に着いても会場
とホテルの間を往復するだけで、訪問地の
ことは何も知らずに帰ってしまうほうが多
いこの頃です。出張の目的からするとそれ
で十分かもしれません。しかし、このとき
この「街道をゆく」を読んでおくと、会場
への行き来に街を見る目が違ってきます。
司馬は博識で、もちろん彼一流の独りよが
りもありますが、その地に関連したいろい
ろ雑多なことが書かれています。これを読

役に立った本として真っ先に思いついた
のが本書である。発刊から30年あまり経つ
が、基礎事項がしっかり学べるコンパクト
な教科書としていまだに有用だと思う。本
書との出会いは、学部4年生になって研究
室に配属され、右も左もわからない状態の
ころであった。卒論研究のテーマが与えら
れ、関連する論文とともに購入して勉強す
るようにと研究室の先輩に紹介されたのが
本書である。筆者の不勉強もあって本書の
内容が理解できず、何度も何度も読み返し
たことが鮮明に思い出される。

本書の特徴は高分子の合成と、合成され
た高分子がどのような構造・物性をもつかが
コンパクトかつ整然と記述されている点であ
る。最近の高分子科学の裾野の広がりから、
すべての分野を網羅しているとは言えない
かもしれないが、高分子科学の基礎事項が
学べる教科書である。個人的には巻末にあ
る充実した付録が大いに参考になった。

本書とのかかわりで
印象に強く残っている
のは、関東高分子若手
研究会の世話人だった
ころ、本書の筆者であ
る中浜精一先生、野瀬
卓平先生、秋山三郎先
生に「明日を築く高分子科学　～先輩研究
者からの熱いメッセージ～」という主題で
ご講演いただく機会が得られたことだ。当
時の世話人の間で本書を越える（？）教科書
を執筆したいと大いに盛り上がったのを記
憶している。あれから10年が過ぎたが、実
現も？である。
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んでおくと、その地を
また違った目で見るこ
とができ、新発見があ
るのです。

これは研究でも言え
ることです。若いとき
にはとかく研究対象だ
けに集中し、周りに眼が向きません。これ
も重要なことです。しかし少し視野を広げ
ると、とくに高分子の研究では、周りとの
関連がわかってきて、結果的に研究の幅が
広がり、より広い分野に適用できる新しい
概念の発見・発明につながります。全く無
関係と思われたことがSerendipityを育て、
独創的成果をもたらします。

私の好きな言葉に「運鈍根」があります。
開運のためにも、ちょっと違った分野にも
目を向けてください。
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